
来賓を代表してあいさつした岸田文雄首相
は、政府として、能登半島地震からの復旧・復
興に全力で取り組む考えを示すとともに、成長
型経済への移行に向け、「今年の春闘では昨年
を上回る力強い賃上げの流れができつつある。
この流れが広がるためには、中小企業、小規
模事業者における賃上げが何よりも重要だ」と
述べ、商工
会議所への
協力を要請。
「政府として
は、政策を
総動員して、
賃上げを後
押しする」と
強調した。
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第138回通常会員総会を開催

　観光振興大会2024 ㏌水戸

成長と分配の好循環へ

「水戸アピール」を採択

日本商工会議所は３月22日、都内で第138回
通常会員総会をハイブリッド形式で開催し、各
地商工会議所から会頭・副会頭ら約1000人が
出席した。小林健会頭は、あいさつの冒頭、１
月に発生した能登半島地震後、いち早く取りま
とめた緊急要望、経営指導員の応援出張、義
援金、青年部による支援物資配布など、全国
の商工会議所の迅速な支援に謝意を表明。「一
日も早い復旧・復興に向け、政府への追加要
望を含め力強い支援活動を全国の商工会議所
の総力を挙げて、息長く継続していく」と述べ
た。デフレからの脱却、成長と分配の好循環
に向けては、政府に対して、大胆な経済財政
政策の実行を要望するとともに、「われわれ民
間は、政府の施策を活用しつつ、果敢に自己
変革に挑戦する必要がある」と指摘した。

日本商工会議所は２月21～ 23日、水戸商工
会議所とともに、茨城県水戸市で「全国商工
会議所観光振興大会2024 ㏌水戸」を開催した。
大会には、全国217商工会議所・連合会から約
2000人が参加し、「自分の道を見つける旅へ～
刺激を求めての観光から、あなたの答えを見
つける観光への転換～」をテーマに、初日に
分科会、おもてなし物産展、全体交流会、２
日目に全体会議、最終日にはエクスカーション
などを実施。全体会議では、福田勝之副会頭（新
潟・会頭）らから能登半島地震の被害状況な
どの報告があり、復旧・復興支援も盛り込ん
だ「水戸アピール」を採択した。
22日の本大会全体会議であいさつした日商

の小林健会頭は、能登半島地震被災地の復旧・
復興に向け、全国の商工会議所の総力を挙げ
て支援していく考えを表明。並行して観光によ
る復興の後押しを呼び掛けた。
全体会議では、日商の志岐隆史観光委員会

共同委員長が各地商工会議所における観光振
興への取り組み状
況を報告。2023年
度「全国商工会議
所きらり輝き観光振
興大賞」の表彰式
と、大賞を受賞した
結城商工会議所が
事例発表を行った。

2024年４月発行

総会であいさつする岸田首相

全体会議であいさつする小林会頭

515 126万会員

商工会議所CM
 「魅力を伝える・つなげる篇」

日本商工会議所HP

三原商工会議所
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日本商工会議所発行の旬刊紙・月刊誌のご案内

日本商工会議所発行の月刊ビジネス情報
誌。経営や地域活性化のヒントになる好
事例を紹介する特集や各界で活躍する著
名人の素顔に触れる「あの人を訪ねたい」
など、厳選の企画・連載が目白押しです。

日本商工会議所が月３回発行する
新聞。日商や全国各地の商工会議
所の政策提言や事業活動をはじめ、
ビジネスに役立つ情報が満載です。

月３回発行（１日、11日、21日）
１部139円  
年間購読料4,400円（送料・税込）

毎月10日発行
１部535円  年間購読料5,700円（送料・税込）

日本商工会議所の
ビジネス情報誌

地域・中小企業を元気にする

お問い合わせ先

商工会議所は、地域の商工業者の応援団です。

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

購読申し込み、
広告出稿のご案内
はこちら

リーダーの横顔

山本 恭弘　
和泉商工会議所 会頭 
山本産業株式会社 代表取締役社長

あの人を訪ねたい

ドラ トーザン
国際ジャーナリスト・エッセイスト

こうしてヒット商品は生まれた！

フィシュル
ベンナーズ

特集2

2024年
世界経済の
行方

   物流の
「2024年
問題」

特集1

地域・中小企業を元気にする

令和５年12月10日発行（毎月１回10日発行）第43巻
第９号　通巻523号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可

リーダーの横顔

尾﨑 茂　
児島商工会議所 会頭 
菅公学生服株式会社 代表取締役社長

あの人を訪ねたい

上野 愛咲美
棋士

こうしてヒット商品は生まれた！

「とって」おきのうどん鉢
松浦産業

特集2
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地域・中小企業を元気にする

令和６年１月10日発行（毎月１回10日発行）第43巻
第10号　通巻524号　昭和55年８月20日第三種郵便物認可
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石、宮古、大船渡）、宮城県（仙台、石巻、気
仙沼、塩 ）、福島県（福島、いわき、相馬、
原町）の13地域に役職員を派遣。商工会議所
と17事業所・団体などから、被災地の生の声
を聞いた。また、東日本大震災沿岸部被災地
区商工会議所連絡会と東北六県連から受領し
た要望書をベースに項目を整理。復興のフェー
ズを考慮し、各地のニーズを反映している。

2024年４月発行

東日本大震災からの『復興・創生』に関する要望

国の取り組み加速・深化を
日本商工会議所の小林健会頭は３月５日、
復興庁に高木宏壽復興副大臣を訪ね、「東日本
大震災からの『復興・創生』に関する要望」（２
月15日決議）を直接手渡し、創造的復興の実
現に向けた取り組みの加速・深化などの要望
内容の実現を求めた。高木副大臣は「被災地
に寄り添い、復興をさらに前に進める」との考
えを表明。小林会頭は、中国の日本産水産物
禁輸措置について、１月の訪中時に李強首相
に直接撤廃を要望したことに触れ、「政府とし
ても粘り強く早期撤廃の働き掛けをお願いし
たい」と述べた。
要望書の手交式には、日商から小林会頭は

じめ、藤﨑三郎助副会頭（東北六県商工会議
所連合会会長、仙台・会頭）、桑原茂・東日本
大震災沿岸部被災地区商工会議所連絡会代表
（塩 ・会頭）、草野清貴同副代表（相馬・会頭）
が、復興庁からは高木副大臣、 田隆事務次
官のほか、同庁幹部が出席した。
日商は、要望書の取りまとめに当たり、昨年
11～ 12月に青森県（青森、八戸）、岩手県（ 高木副大臣（左から２人目）に要望書を手交する小林会頭ら
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